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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和3年10月7日(2021.10.7)

【公開番号】特開2021-43941(P2021-43941A)
【公開日】令和3年3月18日(2021.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2021-014
【出願番号】特願2020-63626(P2020-63626)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｂ  19/418    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｂ   19/418    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月27日(2021.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製造工程を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製造工程の時間経過に同期
させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視
点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とする可視化
システム。
【請求項２】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
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前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製品を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製品が通過する複数の製造
工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製品の選択操作に応じて製造品視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とする可視化シ
ステム。
【請求項３】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製造工程を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製造工程の時間経過に同期
させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視
点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御し、
　前記表示制御部は、工程視点の工程特性要因タイムライン画面において、いずれかの製
品を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記工程視点の工程特性要因タイムライン画面で製品が選択された
場合に、製品が通過する複数の製造工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイ
ムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記工程視点の工程特性要因タイムライン画面での製品の選択操作
に応じて製造品視点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを
特徴とする可視化システム。
【請求項４】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
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　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製品を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製品が通過する複数の製造
工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製品の選択操作に応じて製造品視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御し、
　前記表示制御部は、製造品視点の工程特性要因タイムライン画面において、いずれかの
製造工程を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造品視点の工程特性要因タイムライン画面で製造工程が選択
された場合に、選択された前記製造工程の時間経過に同期させた工程特性要因のタイムラ
インオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視
点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とする可視化
システム。
【請求項５】
　工程特性要因は、各工程特性要因に属する１つ以上の項目を含み、
　前記経時履歴情報は、前記項目別に蓄積されており、
　前記表示制御部は、前記項目の項目選択画面を生成して前記ディスプレイ装置に表示さ
せるとともに、選択される項目の前記経時履歴情報に基づいて、工程特性要因に属する前
記項目の状態又は変化を表す項目別表示オブジェクトを生成して前記時間軸に配置し、工
程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成することを特徴とする請求項１から４のい
ずれか１つに記載の可視化システム。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記ディスプレイ装置に表示された工程特性要因タイムライン画面
において任意の時間範囲を指定可能に制御するとともに、指定された時間範囲の区画する
補助線を表示することを特徴とする請求項１から５のいずれか１つに記載の可視化システ
ム。
【請求項７】
　工程特性要因は、前記製造工程における機械・設備（Machine）、作業者（Man）、原料
・材料（Material）、作業方法（Method）を少なくとも含むことを特徴とする請求項１か
ら６のいずれか１つに記載の可視化システム。
【請求項８】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
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前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製造工程を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製造工程の時間経過に同期
させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視
点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とする可視化
装置。
【請求項９】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製品を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製品が通過する複数の製造
工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製品の選択操作に応じて製造品視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とする可視化装
置。
【請求項１０】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要



(5) JP 2021-43941 A5 2021.10.7

因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製造工程を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製造工程の時間経過に同期
させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視
点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御し、
　前記表示制御部は、工程視点の工程特性要因タイムライン画面において、いずれかの製
品を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記工程視点の工程特性要因タイムライン画面で製品が選択された
場合に、製品が通過する複数の製造工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイ
ムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記工程視点の工程特性要因タイムライン画面での製品の選択操作
に応じて製造品視点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを
特徴とする可視化装置。
【請求項１１】
　複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は
終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２記憶部と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第１生成
部と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、を含み、
　製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻又は終了
時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時間軸と平
行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生成する第
２生成部をさらに含み、
　前記表示制御部は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第２生成部によって生成さ
れた線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに
、前記製造タイムライン画面において、いずれかの製品を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で選択された製品が通過する複数の製造
工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製品の選択操作に応じて製造品視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御し、
　前記表示制御部は、製造品視点の工程特性要因タイムライン画面において、いずれかの
製造工程を選択可能に制御し、
　前記第１生成部は、前記製造品視点の工程特性要因タイムライン画面で製造工程が選択
された場合に、選択された前記製造工程の時間経過に同期させた工程特性要因のタイムラ
インオブジェクトを生成し、
　前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視
点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とする可視化
装置。
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【請求項１２】
　製品が複数の製造工程を順に経て製造される製造ラインで発生した工程特性要因の変化
を表示する、コンピュータによって実行されるプログラムであって、
　製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は終了時刻を含む製造ログ情報を記憶す
る第１機能と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２機能と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第３機能
と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる第４機能と、をコンピュータに実現
させ、
　さらに、製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻
又は終了時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時
間軸と平行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生
成する第５機能をコンピュータに実現させ、
　前記第４機能は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第５機能によって生成された
線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに、前
記製造タイムライン画面において、いずれかの製造工程を選択可能に制御し、
　前記第３機能は、前記製造タイムライン画面で選択された製造工程の時間経過に同期さ
せた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記第４機能は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とするプログラ
ム。
【請求項１３】
　製品が複数の製造工程を順に経て製造される製造ラインで発生した工程特性要因の変化
を表示する、コンピュータによって実行されるプログラムであって、
　製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は終了時刻を含む製造ログ情報を記憶す
る第１機能と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２機能と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第３機能
と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる第４機能と、をコンピュータに実現
させ、
　さらに、製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻
又は終了時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時
間軸と平行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生
成する第５機能をコンピュータに実現させ、
　前記第４機能は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第５機能によって生成された
線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに、前
記製造タイムライン画面において、いずれかの製品を選択可能に制御し、
　前記第３機能は、前記製造タイムライン画面で選択された製品が通過する複数の製造工
程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記第４機能は、前記製造タイムライン画面での製品の選択操作に応じて製造品視点の
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工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とするプログラム
。
【請求項１４】
　製品が複数の製造工程を順に経て製造される製造ラインで発生した工程特性要因の変化
を表示する、コンピュータによって実行されるプログラムであって、
　製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は終了時刻を含む製造ログ情報を記憶す
る第１機能と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２機能と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第３機能
と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる第４機能と、をコンピュータに実現
させ、
　さらに、製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻
又は終了時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時
間軸と平行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生
成する第５機能をコンピュータに実現させ、
　前記第４機能は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第５機能によって生成された
線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに、前
記製造タイムライン画面において、いずれかの製造工程を選択可能に制御し、
　前記第３機能は、前記製造タイムライン画面で選択された製造工程の時間経過に同期さ
せた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記第４機能は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御し、
　前記第４機能は、工程視点の工程特性要因タイムライン画面において、いずれかの製品
を選択可能に制御し、
　前記第３機能は、前記工程視点の工程特性要因タイムライン画面で製品が選択された場
合に、製品が通過する複数の製造工程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイム
ラインオブジェクトを生成し、
　前記第４機能は、前記工程視点の工程特性要因タイムライン画面での製品の選択操作に
応じて製造品視点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特
徴とするプログラム。
【請求項１５】
　製品が複数の製造工程を順に経て製造される製造ラインで発生した工程特性要因の変化
を表示する、コンピュータによって実行されるプログラムであって、
　製品の製造単位毎の各工程における開始時刻又は終了時刻を含む製造ログ情報を記憶す
る第１機能と、
　製造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記
憶する第２機能と、
　前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成するとともに、
前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブジェクトを生成
して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成する第３機能
と、
　複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列配置した工程特性要
因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる第４機能と、をコンピュータに実現
させ、
　さらに、製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始時刻
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又は終了時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程の時
間軸と平行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分を生
成する第５機能をコンピュータに実現させ、
　前記第４機能は、各製造工程に対応した各時間軸及び前記第５機能によって生成された
線分を配置した製造タイムライン画面を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに、前
記製造タイムライン画面において、いずれかの製品を選択可能に制御し、
　前記第３機能は、前記製造タイムライン画面で選択された製品が通過する複数の製造工
程全体の時間経過と同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生成し、
　前記第４機能は、前記製造タイムライン画面での製品の選択操作に応じて製造品視点の
工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御し、
　前記第４機能は、製造品視点の工程特性要因タイムライン画面において、いずれかの製
造工程を選択可能に制御し、
　前記第３機能は、前記製造品視点の工程特性要因タイムライン画面で製造工程が選択さ
れた場合に、選択された前記製造工程の時間経過に同期させた工程特性要因のタイムライ
ンオブジェクトを生成し、
　前記第４機能は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて工程視点
の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することを特徴とするプログラ
ム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　実施形態の可視化システムは、複数の製造工程を順に経て製造される製品の製造単位毎
の各工程における開始時刻又は終了時刻を含む製造ログ情報を記憶する第１記憶部と、製
造工程において、品質特性に影響する要因となる各工程特性要因の経時履歴情報を記憶す
る第２記憶部と、前記製造ログ情報の時間経過に同期させた工程特性要因の時間軸を生成
するとともに、前記経時履歴情報に基づいて工程特性要因の状態又は変化を表す表示オブ
ジェクトを生成して前記時間軸に配置し、工程特性要因のタイムラインオブジェクトを生
成する第１生成部と、複数の工程特性要因それぞれの各タイムラインオブジェクトを並列
配置した工程特性要因タイムライン画面をディスプレイ装置に表示させる表示制御部と、
を含む。また、製品の製造単位毎に、第１の工程の時間軸における前記第１の工程の開始
時刻又は終了時刻と、前記第１の工程に続く第２の工程の時間軸であって前記第１の工程
の時間軸と平行な時間軸における前記第２の工程の開始時刻又は終了時刻と、を結ぶ線分
を生成する第２生成部をさらに含むことができ、前記表示制御部は、各製造工程に対応し
た各時間軸及び前記第２生成部によって生成された線分を配置した製造タイムライン画面
を前記ディスプレイ装置に表示させるとともに、前記製造タイムライン画面において、い
ずれかの製造工程を選択可能に制御し、前記第１生成部は、前記製造タイムライン画面で
選択された製造工程の時間経過に同期させた工程特性要因のタイムラインオブジェクトを
生成し、前記表示制御部は、前記製造タイムライン画面での製造工程の選択操作に応じて
工程視点の工程特性要因タイムライン画面を表示させるように制御することができる。
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